
左は同展第二展示室から
既製品建材をアートに仕立てた作品群

TWOOL GALLERYでの外山文彦展
2020年10月2日～17日

❾　  　　❷

外山文彦の アート日和●86

　先月迄の1か月半、筆者のプロデュースに
より青葉台TWOOL GALLERYを会場に連
続２展を開催していた。私自身の個展と鉄の
彫刻家・霜鳥健二さんの個展である。大きな
窓、木の軸組と白い壁が映える木造２階建て
建物は１階が陶器セレクトショップで、その吹
抜上部の２階を使っての企画。店主から階上
を有効活用したいと話を受け、秋のシリーズ
企画展として提案した。
　本紙は今回号をもち休刊で、先月号から
さよならムードも出ているなか何を書こうか
ずっと思案していたけれど、その自らの個展
について少し触れたくなった。空間特性の面
白さ故からで、例えば階高のある会場は明る

く開放的で好い雰囲気な一方、窓から日が
射し込むという展示上のデメリットや制約を
内包するが、展覧会ではそれらも組み入れ
逆に活かしている。特徴を活かす構成に意味
があると本紙最後に留めておきたいと思っ
たのである。付記すれば同店のリニューアル
予定などもあり、だからこの新鮮な空間を全
域で駆使する展示は最初で最後の可能性も
ある。貴重なシリーズ企画かもしれない。
　さて本コラムの「アート日和」というタイト
ル。連載開始の16年前、当時の編集デザイ
ナー氏が命名し、同名のブログも初期の頃に
開設している。「マイスキップ連載コラムの
ブログ版」と謳うそのサイトはそのまま継続
するから、アート日和的には最終回とは言わ
ないでおきたい。今後の情報なりはブログの
ほうをご覧いただければと思う。
■アート日和 ｂｌｏｇ版
https://atelierzen.blog.fc2.com/

　来年の展覧会をひとつ挙げておくと、若手
作家をとりあげる展覧会（エックス展）を3月
に長岡市美術センターで開催予定。「エック
ス＝未知数(の可能性)」と捉え、若い世代の
表現から未知の可能性を探りたく2010年
から続ける美術展で、第11回の今回は20
人の出展が決まっている。他、来年開始予定
の新企画も出ていてそれらを紙面で紹介で
きないのは残念だけれど、またどこかでお会
いいたしましょう。

エックス展vol.11
会期：2021年3月21日(日)～3月28日(日
)、月曜休館／会場：長岡市美術センター（長
岡市中央図書館２階）
問合せ：080-3320-7559（アトリエＺｅｎ）

▶最終回とは言わないけれど

外山文彦／長岡市在住美術作家。1999 年からアートコ
ーディネーターとして活動。2016 年オープンの見附市
民ギャラリーでは 2015 年から開館立ち上げに従事、礎
を築き 2019 年 8 月まで同館副館長。弥彦・野外アー
ト展にコーディネーターとして参画。アトリエＺｅｎ主宰

デザインの大学の多様性を活かして

　右頁の上段に、長岡造形大学の学生や
院生の作品や研究を取り上げる連載があ
る。今年１０年目、長期連載となったその「造
形大生紙上ギャラリー」について、記事担
当者として最後触れておくことにしたい。
　コーナー「造形する風」自体は長岡造
形大学の取り組みを紹介する目的で２００８
年１月号に始まり、連載を続ける中でそこ
に学ぶ学生たちも取り上げていこうと、２０
１１年４月号から「紙上ギャラリー」編にと
移行した。基本は毎月１人ずつの紹介、ユ
ニットとして複数名紹介の回もあるから今
号で計１３２人を取り上げたことになる。
　大勢の学生の中から誰を取り上げるか。
紙面企画の背景を書けば、「デザインの大
学」と謳う大学の多様性を活かすことをま
ず念頭に置いた。一口にデザインと言って
も今やその裾野は広い。建学の理念にも
「（世界はボーダーレスの時代に）デザイン
の領域も大きく広がり、生命科学から情報
工学、環境工学、宇宙工学に至るまで、
さまざまな分野での研究成果は『デザイン』
という創造行為を経てはじめて形を獲得」
すると示され、実際に学生たちの興味や活
動も幅広くある。今年紹介した学生を例に
しても「照明器具の新しいデザイン」「ラ
ジオ番組の制作と発信」「ラオスで実際に
販売する商品のパッケージデザイン」「水
の動きを作品化」「名画のパロディのデザ
イン」ｅｔｃと多彩だ。連載を通じ市民に地
元大学の特長をより感じてもらえればと意
図したのである。
　具体的な学生の選び方は、例えば各教
授に依頼し研究室持ち回りスタイルという
( 編集サイドからすると一番手っ取り早い )
やり方はあるが、敢えてその方法を取らな

かった。年度初めに年間スケジュールを決
めて依頼をかければ私の手間は減るけれ
ど、避けたい理由が二つ。学生のタイムリ
ーな動きにも対応したかったこと、“多極の
視点 ”を持たせたかったことだ。教授が推
薦する学生だけでなく、違う立ち位置から
の視点も加えたく、学生にリサーチし同世
代の視方を入れたり、私自身が学内外で学
生の作品を見てまわったり、コンペで審査
員が評価したものなど随時反映させた。選
ぶ側の視点もさまざまであることがこの場
合大事だと捉えたからだ。
　制作背景の一端を記したが、読者の声
などからも面白い連載になったと思えてい
て、当の大学からも「バックナンバー見る
と当時の（在学時の）学生たちの姿が等
身大でうつしだされていて、大学としても
貴重な記録になっている」とお褒めの言葉
をいただいた。また連載を通じ、個々の学
生にも大きな励みになったことと思う。
　記事の特徴である「ポートレイト写真を
大きく入れた」構成について触れると、こ
の写真は、同大で写真を学ぶ学生の紹介
も兼ねて毎年担当を決め、都度撮影しても
らったもの。諸事情から担当学生による撮
影が出来なかった回が３度ほどあったもの
の、「学生が撮影したポートレイトを使って
学生を紹介する」スタイルで定着させた。
これまでの撮影担当を順に列挙（敬称略）
すると、初年度の堤郁恵から始まり、中山
允、吉田勝幸、細貝純佳、大橋弘奈、近
藤拓海、早川歩、五十嵐菜々、伊藤萌希、
岩波花衣、月田小夏。他、連載にあたって
は大学の担当課をはじめ多くの関係者にご
協力いただきました。ありがとうございま
した。

▶造形する風「長岡造形大生紙上ギャラリー」の１０年
外山文彦（本紙「造形する風」担当）

光の運河を進む舟。もちろん乗ることもできる 客室から。正面建物の壁にプロジェクションマッピングも

ホテルアムステルダムの外観

その18　長崎は今日も晴れだった の巻

編集人の出張放浪記

　昨年１１月、はるばる長崎にまで行った
のだが、その際せっかくここまで来たのだ
からと貧乏根性丸出しであちこち寄ってき
た。そのひとつが佐世保にある、単独のテ
ーマパークとして日本一の広さを誇るハウ
ステンボスだ。いい年こいたおっさんがテ
ーマパークかいとツッコミが聞こえてきそ
うだが、楽しいのだから仕方がない。
　ハウステンボスの特徴はオランダを中
心としたヨーロッパの街並みを再現してい
るところ。そのためグリグリ動き回るもの
に乗らなくとも、ただいるだけで十分楽し
めるのだ。そしてここの最大の魅力はなん
といっても目眩く光の演出。それを堪能す
るためにも、泊まりがけで行くことを強く
お勧めする。４つあるオフィシャルホテル
のなかでも特筆すべきは「ホテルアムステ
ルダム」。外観や内装ももちろん素敵なの
だが、このホテル、なんと唯一テーマパー
クの敷地内に立地しているのだ。というこ

とは、閉園したパーク内を堂々とうろつく
ことが出来るということ。どうです？すご
いでしょう。
　そんな素敵な空間も、今年はコロナ禍で
一時は休園に追い込まれ、営業再開してか
らもインバウンドの消失で苦戦を強いら
れているという。出張滞在中、ずっと天気
の良かった長崎の空のように、晴れやかな
気持ちで再訪できる日が来ることを心か
ら願っている。

（LDS和田竜哉）


